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本研究では 90Srの β線測定に不可欠な前処理分離操作の効率化を目的として，Srを選択捕集する 18-crown-

6 誘導体を基材表層部に担持した Sr 吸着繊維を作製した。樹脂内部にも吸着相を持つ Sr Resin® (市販材料) 

に比べ，Sr 吸着繊維は単位表面積あたり 1000 倍高い密度で Srを吸着でき，選択的に分離できた。 
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1. 緒言 東京電力福島第一原子力発電所事故により発生した汚染水から，告示濃度限度 (30 Bq/L) の 9,500

倍[1]を超える高濃度の 90Srが検出されている。90Sr による汚染の状況を迅速に把握する必要があるが，従来

の 90Sr 分析では，①Sr 分離，②Y分離という 2段階の β 線測定前処理分離操作を要するため，一連の 90Sr

分析におよそ 1 ヶ月かかる。そこで本研究では，前処理分離操作の効率化を目的とし，Sr分離を迅速に行

い，かつ直後に β 線測定できる Sr 吸着繊維の開発を目指している。Sr 吸着繊維には，繊維表面にだけ 18-

crown-6-ether 誘導体が高密度に担持されている。これを前処理分離操作に適用することで，試料溶液に繊維

を浸して取り出すという簡単な操作で 90Srを分離・

濃縮できるだけでなく，β線測定時の基材による自

己吸収を低減できる。そのため溶出操作が必要な

く，また 90Y との放射平衡を待たずに，迅速に 90Sr

の β 線を測定できると期待できる (Fig. 1) 。本報告

では，作製した Sr吸着繊維の Sr 吸着容量および Sr

選択性について検討した結果を述べる。           Fig. 1  90Srの直接 β 線測定フロー 

2. 実験 放射線エマルショングラフト重合法によりポリエチレン繊維 (φ13 µm ) 表面に疎水相を形成さ

せ，Srを選択的に捕集する 4’,4’’(5’’)-ジ-t-ブチルジシクロヘキサノ-18-クラウン-6 を疎水性相互作用により

担持させた。Sr吸着繊維 0.05 g（乾燥重量）を，予め 7.5 M HNO3に 10 分間浸漬した後，Sr 500 ppm を含

む 7.5 M HNO3 溶液 1 mL に 10 sec～240 min浸漬して Srを吸着させた。試料溶液上澄み液の Sr濃度を ICP-

AES で測定し吸着量を求めた。同様の実験を Sr Resin® (φ50-150 µm : Eichrom製) を用いて行い吸着挙動を調

べた。つぎに，硝酸濃度を 0.25~10.00 M に変えた Sr含有混合元素溶液に，Sr 吸着繊維を 120 min 浸漬し，

試料溶液上澄み液の各元素濃度を ICP-AES で測定し，Sr 選択性を調べた。 

3. 結果・考察 Sr 吸着繊維と Sr Resin®の吸着容量を比較した結果，担持させた 18-Crwon-6 誘導体あたりの

Sr 吸着容量は同等であることがわかった。Sr 吸着繊維は，Sr Resin®に比べ比表面積 (Sr Resin® : 500 m2/g, Sr

吸着繊維 : 0.5 m2/g) が 1,000 倍小さい。このため，Sr 吸着繊維は Sr Resin®に比べ 1,000 倍濃縮できると考え

られる。選択性については，高硝酸濃度 (5～10 M) で共存する Cs, Y から Srを高い選択性で分離できた。こ

れらのことから，Sr吸着繊維は 90Srの直接 β 線測定に必要な吸着容量と選択性を有することを確認した。 
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